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一般に、妊娠すると歯肉炎が起き易くなると言われています。来院される患者さんの中

にも、妊娠してから歯茎が腫れつぽくなった、歯磨きすると血が出るようになつた、と言

う方がいらっしゃいます。身体の変化により、食べるものが偏ってしまったり、歯ブラシ

を奥の方まで入れられず手入れが十分に出来なかつたり、ということが原因として考えら

れるかと思います。妊娠性歯肉炎の原因は、食生活の変化や、つわりによる日腔内の環境

が悪くなることだけでなく、この時期に多く分泌される女性ホルモンが大きく関係してい

ると言われています。

妊娠中に分泌されるホルモンの中の「エス トログン」と「プログステロン」が、歯周病

菌を刺激します。「エス トロゲン」は歯周病菌の増殖を促すことと、歯茎を作る細胞を攻撃

します。「プロゲステロンJは炎症を促進させます。これらの女性ホルモンは、妊娠終期に

なると月経時の 10～ 30倍にもなるそうです。“妊娠すると歯が悪くなるのは赤ちゃんに

カルシウムを取られてしまうから"な どということも問いたことがあるかと思いますが、

これは勘違いです。食生活の変化、日腔内の環境の悪化、女性ホルモン、これらが関係し

普段よりも歯肉炎のリスクが高まるのです。

歯周病は早産や低体重児出産にもつながります。日腔内に歯周病菌が増えると体を守る

ための免疫「炎症性サイ トカインJが増えます。「炎症性サイ トカインJが歯周病菌と共に

体内に入り込み子官に到達すると、体が出産のタイミングだと勘違いしてしまい (通常の

出産では炎症性サイ トカインが増えると子宮収縮が起こるため)10ヶ 月に満たないうち
に赤ちゃんが生まれてしまう、というのが現在たてられている仮説です。歯周病の妊婦さ

んは、そうでない妊婦さんに比べて早産や低体重児出産の確率が 7倍というデータもあり

ます。更に、タバコやアルコールや高齢出産は、早産や低体重児出産を引き起こす原因と

してよく知られていますが、これらの原因よりも歯周病のほうが 7倍も危険率があるとい

うデータもあるのです。

このような情報は、残念ながら未だごくわずかな人にしか伝わっておらず、知らず知ら

ずのうちにリスクを抱えたまま妊娠期を過ごしてしまっている人もいるかと思います。日

腔内を無菌状態にすることは不可能かと思いますが、少しでもリスクを減らせるようプラ

ークコントロールのお手伝いをさせて頂きたいと思つておりますので、 ドクターやスタッ
フにご相談下さい。
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